
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

（備考）

高齢化等により離農・規模縮小を希望している農家はあるが、現状では中心経営体を含め事業拡大の意向はな
い。斜面にある農地も多く畦畔面積が多いこと、イノシシ等獣害が発生していることなど営農に不利な条件があ
り、耕作できなくなった農地の引き受け手がいない。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

定年帰農等の候補者に相談をしながら、農地の現状維持を図る。定年帰農者には、生産技術面等で集落ぐるみ
でのフォローアップを行い、将来的に地域の担い手や後継者として育成する。

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 5.3ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 0.0ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 0.0ｈａ

①地区内の耕地面積 29.0ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 15.4ｈａ

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 7.1ｈａ

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

久米南町 羽出木地区 令和2年6月22日 平成25年6月


